
145シンポジウム／ワークショップの記録

　私の専門が教育学と地域研究ですので、その観点か
らフェブリンさんと西さんの発表に対してコメント
したいと思います。
　1990年代に私がはじめて西スマトラのフィールド
に行ったときには、まだ地図がデジタル化されておら
ず、統計局や教育省に行ってもほとんど地図がない状
態でたいへん困りました。今回フェブリンさんの発表
をお聞きすると、地図も統合されたものが出てきてい
て、問題が軽減されていることがわかりました。

海外からもアクセスしやすく
利用しやすいサイトの構築を

　コメントの一つめは、インドネシアのインターネッ
ト事情に対する要望です。まず、インドネシアのウェ
ブサイトに入るとダウンロードにとても時間がかか
ります。1つのデータを取得するのに30分かかった

り、ときには途中でフリーズしてしまってなかなか求
める情報に到達できなかったりするという現状があ
ります。カテゴリを区切ったり、情報を軽くしたりし
ていただければ、外国人にとってもアクセスしやすい
ウェブサイトになるのではないかと思います。
　それからインドネシアでは、 ほとんどの人が
facebookに入っているのではないかと思うほど
facebookが盛んです。 そのためウェブサイトが
facebookのなかにある場合がしばしばあります。そ
うなると、facebookを利用しない私たちにはかなり
バリアが高いというか、facebookに入らないとその
ウェブサイトに入れないということが起こります。
facebookに馴染みのない人のために、できればサイト
をfacebookと分けて立ちあげてもらえたらと思います。

講義５　境界を超える地域情報（2） 

歴史地図・慣習地図・
メンタルマップ
利用者から見た情報サービス
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2011年は日本が東日本大震災を経験した忘れ難い年だった。3月11日に津波によって
町が押し流されてゆく映像をみたとき、2004年12月
26日に発生したインド洋スマトラ沖大震災のツナミに
よって町が流されてゆくスマトラ島アチェ州の映像と重
なった。日本では今、必死に復興が進められているが、こ
れほど大規模な災害からの復興がいかに複雑で困難なも
のであるかを実感せずにはいられない。その意味で今回
のアチェ訪問とそこでの国際ワークショップは、アチェ
とともに日本の復興を考える上でも大変有意義だった。
　アチェの町には現在もツナミの痛々しい記憶がいたる
ところに見られたが、津波という出来事を契機に、その目

はすでに世界に向けられていた。災害復興に向けての取
り組みはこの7年のうちに着実に進められ、それがグロー
バルな規模で行われていることが非常に興味深かった。
なかでも、震災復興に果たす高等教育機関の役割、シアク
ラア大学の国際ネットワーク作りと人材育成のあり方は
印象的であった。アチェでは、従来からこの地域がそうで
あったように世界との交流を活発化させ、特に災害復興
分野で世界一の成果を挙げることを目標に世界のさまざ
まな機関との連携を強化していた。
　シアクアラ大学に設立された津波防災研究センター
（TDMRC）と2011年秋に開講に至った大学院修士課
程の災害研究プログラム（Program Studi Magister 
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行政的な地図に加えて
慣習で描かれる地図があれば理想的

　二つめは、文化的な側面の地図についてです。ア
チェもそうだと思いますが、西スマトラはアダット

（慣習）が強い地域です。行政的な地図とアダットによ
る地図はかなり異なると思います。特に歴史的に見た
場合、その違いは顕著だと思いますので、行政的な地
図とともにアダットによって描かれる地図がウェブ
に掲載されると理想的だと思いました。また、インド
ネシアはオランダの植民地支配と日本軍の占領期を
経験しています。そのような時代ごとの地図も、歴史
家の協力をもとにつくっていけたらよいと思います。

メンタル・マップを用いて
自ら危険性を検証し、防災に役立てる

　三つめに、これはお二人に対するコメントではあり

ませんが、メンタル・マップについてお話しします。こ
れは実際の客観的なデータに基づくデータベースと
は異なる視点から作成される地図です。私たちは危機
に陥ったとき、現実的にはとっさに地図を見る時間は
ありません。それでは何に依拠して行動するかという
と、頭の中に自分が描く地図、つまりメンタル・マップ
に大きく影響を受けて行動することになります。
　その際に、小学生と大人、さらにお年寄りとでは、見
えている風景がまったく違ってきます。具体的には、
自分の身長の2メートル上にある石などは、子どもに
は見えていません。それぞれの人が何を危険だと思っ
ていて、何が見えていて何が見えていないかをメンタ
ル・マップを用いて自らが検証し、それを共有するこ
とで防災に役立てることができればよいのではない
かと思います。

Kebencanaan）は、その結節点の役割を負っていた。大学
院では現在、国内外の大学との共同学位プログラム（トゥ
イニングプログラム）の開発や、海外の災害対策関係諸機
関・諸大学との連携が強化されており、ツナミ・災害研究
の世界的拠点として同地域を積極的に位置づけようとし
ている。災害や防災に関する調査研究あるいは人的ネッ
トワークは、一国を越えて世界規模での連携を生み出し
ている。同時にアチェ・ツナミ博物館（Museum Tsunami 
Aceh）は、ツナミで被災した犠牲者を鎮魂する目的のほ
か、災害時の安全と防災に関する次世代のための教育研
究センターとしても機能している。このように若い人材
を育成するシステムが着実に整備されつつある。
　またアチェの後に訪問した西スマトラでは、インド洋
スマトラ沖大震災後の2005年、20代の若い世代によっ
て設立されたKOGAMIというNGOを訪れた。KOGAMI
は主に、州や県・市が実施する防災訓練のコーディネー
ターや、災害に遭いやすい海岸地域の学校を中心に防災
教育を行っている。インタビューのなかで印象的だった
のは、防災教育を通して災害前に築いた人間関係が実際
の災害時に非常に有効となるという話だった。特に学校

の場合、その土地に馴染みのない人が災害後にメンタル
ケアで入っても、最初は子どもたちになかなか受け入れ
られないという。一方、災害前から学校や地域に入り、そ
の土地に馴染みがあれば、災害後の支援がスムーズに進
むとのことであった。同時に、事前にその地域の様子がわ
かっているため、災害発生後、どの地域にどのようなニー
ズがあるかを迅速に知ることができ、またその情報をこ
れから支援に入る人たちに提供できるという。この話を
聴き、災害前の活動が災害後の復興のために非常に重要
であることが改めて理解された。
　最後に、ワークショップでのアチェの皆さんの積極的
な議論には感銘を受けた。このような開かれた議論が日
常的にできるという事実は、この地域が海外に対して、そ
してアチェ地域内でも開放的であることを物語ってい
る。その意味で、この地域が今後、防災分野で世界の拠点
としての役割を担うであろうことを予感させた。また、今
回のワークショップと日本の震災を受けて、支援する支
援されるという一方的な関係ではなく、同じ時代を同じ
脆弱性のなかで生き、同じ運命を共有する人間としての
つながりを改めて実感できたことは大変意義深かった。


